
広島県尾道市  

広島県尾道市は、人口 14.5万人、高齢化率は 30.4％（平成 22年）と高齢化が進んでいる

地域です。1994 年、尾道市医師会は「尾道市医師会高齢者医療ケアシステム整備・基本コ

ンセプト」を策定、「尾道方式」と呼ばれる在宅主治医機能を中核とした在宅医療の地域連携、

多職種協働をシステム化した一体的な地域のマネジメントシステム構築を進めてきました。 

「尾道方式」の最大の特徴は、急性期から回復期への転院時や在宅への移行時などにお

いて主治医医療機関で行う 15 分間のケアカンファレンスの実施が徹底されていることです。

ケアカンファレンスの徹底により利用者・家族の意向が共有された上での適切なケアプランが

作成できること、過不足の無い包括的なサービスが提供されています。加えて、ケアカンファ

レンスを通じて、多職種協働のネットワークが実現できることや、関係職種のスキルアップが図

られています。こうした体制により、複数の疾患を抱える慢性期の高齢患者が、長期的に在宅

で療養を継続することができています。 

なお、尾道市に合併される前の広島県御調町にあった公立みつぎ総合病院では、1970年

代半ば、訪問看護、訪問リハビリ等の在宅ケアの充実によって退院後の患者の寝たきり状態

を防ぐ取り組みが始められました。この取り組みは、現在の地域包括ケアの先駆けとなる取り

組みと言われています。 

 

図表1  尾道方式・新・地域ケアの構築と地域の自立支援システム構成概念図 

 
(出典) 尾道市「高齢者福祉計画及び第 5 期介護保険事業計画」より引用。 
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